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事
務
所
は
８
月
１
５
・
１
６
日 

（
月
火
）
は
休
み
と
な
り
ま
す 

 

建設国保の加入は民商で 
■ 個人事業で建設業の方が対象です 

■ 保険料は定額制なので安心です 

■ 休業５日以上の場合、補償があり 

■ 医療費が月１７５００円以上は還付 

 

労災・雇用保険の加入を 
● 建設業なら事業主のみでも加入が 

 （大工・左官・管・電気・塗装等） 

● 保険料は年３回の分割払い 

● 他の組合よりも低い手続き費用 

 

 

民商共済会はあなたの味方  
◆会員・配偶者は無条件加入 

◆月１０００円で入院１日３０００円 

◆3 日以上入院で１２０日分まで給付 

◆７５才で長寿祝金（65 未満加入） 
 

２
０
２
１
年
、
核
兵
器
禁
止

条
約
が
発
効
し
核
兵
器
に
悪
の

烙
印
が
押
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

禁
止
条
約
の
力
が
今
ほ
ど
求
め

ら
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん

と
、
国
民
平
和
大
行
進
実
行
委

員
会
で
は
訴
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
後
、
広
島
・
長
崎
ま
で

届
け
ら
れ
る
ペ
ナ
ン
ト
の
飾
り

付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会

後
、
取
手
駅
西
口
ま
で
宣
伝
カ

ー
を
先
頭
に
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
行
進
は
鹿
行
地
区
へ
と

引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

 

県
南
民
商
第
４
６
回
総
会
定
期
総
会

が
７
月
１
７
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
民

商
事
務
所
会
議
室
で
代
議
員
定
数
を
絞

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
児
玉
力
造
民
商
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
茨
商
連
会
長
の
鷹
の
は

し
信
一
（
日
立
民
商
会
長
）
氏
が
来
賓

と
し
て
出
席
。
総
会
開
催
の
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
報
告
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
で
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
。
安
倍
政

権
を
引
き
継
い
だ
岸
田
政
権
の
下
、
円

安
で
原
材
料
や
商
品
が
高
騰
し
国
民
負

担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
。
憲
法
改
正

と
軍
事
予
算
の
２
倍
化
を
狙
っ
て
い
る

こ
と
。
ロ
シ
ア
の
軍
事
的
侵
略
は
国
際

法
違
反
で
あ
り
、
国
連
決
議
違
反
で
も

あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
中
小
業
者
の
営
業
と
く
ら
し

を
守
り
、
仲
間
を
増
や
す
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
参
加
者
全
員

で
確
認
し
ま
し
た
。 

 

新
会
長
に
髙
野
一
寿
氏 

  

最
後
に
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、

新
会
長
に
は
龍
ケ
崎
市
の
髙
野
一
寿
氏

が
選
出
さ
れ
、
前
任
の
児
玉
力
造
氏
か

ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。 

 
 

 

民
商
総
会
に
先
立
っ
て
民
商
共
済
会

３
６
回
総
会
も
開
催
さ
れ
、
民
商
共
済

会
の
魅
力
を
全
会
員
に
知
っ
て
も
ら
い

会
員
比
８
０
％
を
早
期
に
達
成
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。 

 

新
役
員
の
選
出
で
は
理
事
長
に
新
藤

保
男
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

 

 

 

２
０
２
２
年
国
民
平
和
大
行

進
が
７
月
１
１
日
つ
く
ば
み
ら

い
市
、
守
谷
市
を
行
進
し
取
手

市
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

 

取
手
市
役
所
前
で
は
集
会
が

行
わ
れ
、
吉
田
雅
弘
取
手
市
副

市
長
や
取
手
市
教
育
委
員
会
の

伊
藤
哲
教
育
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

歓
迎
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
て
７
７
年
。
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
を
繰
り
返
す
な
」

「
核
兵
器
な
く
せ
」
の
声
と
原

水
禁
世
界
大
会
は
国
際
政
治
を

動
か
し
て
き
ま
し
た
。 

土
用

ど

よ

う

の
丑う

し

の
日
に
鰻 

  

一
般
的
に
は
立
秋
の
１
８
日
前

の
期
間
を
土
用
と
い
い
、
季
節
の

変
わ
り
目
を
指
す
の
だ
と
か
。
こ

の
期
間
に
干
支
の
十
二
支
の
丑
の

日
は
一
～
二
日
あ
る
と
い
う
。
今

年
は
七
月
二
三
日
と
八
月
四
日
。 

 

土
用
は
天
候
や
気
温
の
変
わ
り

目
で
も
あ
り
、
夏
バ
テ
防
止
に
は

栄
養
価
の
高
い
ウ
ナ
ギ
が
注
目
を

浴
び
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
ウ
ナ

ギ
屋
の
店
主
が
平
賀
源
内
の
案
で

「
本
日
土
用
の
丑
の
日
」
と
書
い

た
看
板
を
出
し
た
と
こ
ろ
大
人
気

と
な
っ
た
と
の
こ
と
。 

 
 

国
民
平
和
大
行
進
・
取
手
集
会 

 

当
時
は
丑
に
ち
な
ん
で
「
う
」
の
付
く
食
べ
物
が
夏

バ
テ
防
止
に
な
る
と
し
て
、
梅
干
し
・
う
ど
ん
・
瓜
・

牛
・
馬
肉
な
ど
も
効
果
が
あ
る
よ
う
で
し
た
。 

 

ウ
ナ
ギ
は
関
東
と
関
西
で
は
調
理
法
に
違
い
が
。
関

東
は
頭
を
先
に
落
と
し
背
開
き
（
切
腹
を
連
想
す
る
た

め
）
に
し
て
竹
串
で
た
れ
を
つ
け
て
焼
く
、
関
西
で
は

頭
は
最
後
に
落
と
し
腹
開
き
（
腹
を
割
っ
て
話
す
こ
と

を
よ
し
と
す
る
）
に
し
金
串
に
刺
し
カ
リ
っ
と
ジ
ュ
ー

シ
ー
に
焼
き
上
げ
る
そ
う
で
す
。 

 

う
な
ぎ
の
東
西
の
境
目
は
、
静
岡
と
愛
知
の
県
境
あ

た
り
。
浜
名
湖
周
辺
で
混
在
す
る
と
か
。 


